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平成災害史事典
平成26年～平成30年

 定価（本体13,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2766-9　　　　　　　　　冊

●平成26～30年に起こった自然災害から医療・
列車事故などの社会的災害まで、各種災害
1,929件を通覧できる年表形式の記録事典で
す。『平成災害史事典　平成21年～平成25年』
（2014.3刊）の最新継続版。

●各災害の概略や具体的な被害データも記載、
どの時期にどんな災害が発生したかがわかり
ます。

●「災害別一覧」「都道府県別一覧」付き。

日外アソシエーツ 編　A5・490頁　定価（本体13,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2766-9　2019年3月刊行

平成災害史事典
平成26年～平成30年

台風・地震・噴火等の天災から、火災・交通事故等の人災まで

収録例

平成26年（2014）三菱マテリアル四日市工場爆発事故、首都圏
記録的大雪、東横線電車追突事故、腹腔鏡手術後死亡相次
ぐ、盛岡林野火災、小樽飲酒ひき逃げ事故、台風11号、台
風12号、口永良部島噴火、広島土砂災害、デング熱国内感
染確認、御嶽山噴火、長野神城断層地震

平成27年（2015）アシアナ航空機滑走路逸脱、ホクトきのこセ
ンター火災事故、川崎簡易宿泊所火災、箱根山噴火、菓子
屋横丁火災、電気柵感電事故、桜島噴火、関東・東北豪雨

平成28年（2016）軽井沢スキーバス転落事故、東広島山陽道ト
ンネル火災、新宿ゴールデン街火災、熊本地震、十和田大
湯クマ襲撃、大韓航空エンジン火災事故、台風10号、鳥取
県中部地震、JR博多駅前道路陥没事故、糸魚川市駅北大火

平成29年（2017）長野防災ヘリ墜落事故、高校生那須雪崩事
故、北九州市アパート火災、新城東名バス衝突事故、九州
北部豪雨、新燃岳噴火

平成30年（2018）大分中津土砂崩落、硫黄山250年ぶり噴火、
大阪北部地震、7月豪雨（西日本豪雨）、熱中症で小１死
亡、群馬防災ヘリ墜落事故

平成26年
（2014）

9.27 御嶽山噴火（長野県・岐阜県）9月27日11時52分ごろ、長野県と岐
阜県の県境に位置する御嶽山（3067メートル）が7年振りに噴火。
噴火様式は水蒸気爆発で、新たな火口が複数形成された。噴煙は
上空7000メートルに達し、長野県側の南西斜面を3キロ以上にわ
たり火砕流が流れ下りるのが確認された。噴出量は推定50万トン
で、火口から約1キロ圏には大量の噴石が降り注ぎ、多くの犠牲
者を出すことになった。御嶽山では9月10日に52回、11日に85回
の火山性地震が観測され、12日には気象庁が「火山灰等の噴出の
可能性」を発表。しかし、12日以降に収束したこと、火山活動に
伴う地殻変動が見られなかったことなどから、警戒レベルは1の
まま引き上げられていなかった。27日午後0時36分、気象庁が噴
火警戒レベルを1（平常）から3（入山規制）に引上げた。午後2時10
分、長野県が災害対策本部を設置。午後2時31分には陸上自衛隊
第13普通科連隊に災害派遣を要請し、夜には木曽町と王滝村に災
害救助法を適用した。28日、政府が非常災害対策本部を設置し、
長野県庁にも現地対策本部を設置。噴火後、山頂付近と御嶽剣ヶ
峰山荘付近に多くの登山客や山荘従業員が取り残されたが、大量
の火山灰が降り注いだこと、台風18号・19号の影響により御嶽山
周辺で雨が降ったことなどから、救助・捜索活動は難航。10月16
日、捜索が打ち切られた。この噴火による犠牲者は死者58人、行
方不明者5人、重傷者29人、軽傷者40人で、国内戦後最悪の火山
災害となった。噴火当時、山頂付近が紅葉のシーズンを迎えてお
り、また週末であったため、多くの登山客で賑わっていたこと、
噴石から身を守るためのコンクリート製シェルターなどが設置さ
れていなかったことが、被害拡大の要因となった。平成27年6月
に噴火警戒レベルが2（火口周辺規制)に、平成29年8月にレベル1
に引き下げられた。平成30年9月26日、安全対策が整ったとし
て、山頂部への立ち入り規制が噴火後初めて解除された。《デー
タ》死者58名、行方不明者5名、負傷者69名
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